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調
性
を
発
揮
し
て
頂
き
、
辛
い
時
、
苦

し
い
時
を
経
た
時
の
達
成
感
は
心
底
幸 

せ
を
感
じ
ま
し
た
。 

特
に
感
動
し
た
の
は
さ
つ
ま
芋
収
穫

祭
の
時
、
途
中
か
ら
雨
が
激
し
く
な
る

中
最
後
ま
で
堀
り
続
け
て
頂
い
た
、
多

数
の
ご
家
族
の
方
々
（
親
子
）
へ
の
思

い
や
、
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
居
場

所
の
開
設
が
実
現
で
き
、
多
数
の
方
々

が
ご
利
用
頂
い
て
い
る
事
な
ど
数
々
あ

り
ま
す
。 

そ
の
他
の
行
事
に
於
い
て
も
お
互
い

に
助
け
合
い
支
え
合
い”

絆”

が
芽
生
え

始
め
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 
 

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
現
在
、
こ

れ
か
ら
も
福
祉
活
動
は
地
域
に
と
っ
て

切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
活
動
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。 

第
4
次
地
区
福
祉
計
画
（
平
成
30
～

34
年
度
）
策
定
に
当
た
り
、
川
西
市
の

掲
げ
る
総
合
事
業
（
介
護
予
防
）
や
地

域
共
生
社
会
実
現
へ
の
取
組
に
対
し
、

私
達
は
何
を
な
す
べ
き
か
、
地
域
住
民

み
な
さ
ま
と
共
に
考
え
、
地
域
づ
く
り

に
一
歩
前
進
出
来
る
よ
う
努
力
し
て
参

り
ま
す
。 

地
域
の
皆
様
、
引
き
続
き
温
か
い
ご

支
援
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と

っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
は
加
茂
小
地
区
福
祉
委
員
会
の

福
祉
活
動
に
、
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご

協
力
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
平
成
25
年
度
よ
り
5
ヶ
年
計

画
で
第
3
次
加
茂
小
地
区
福
祉
計
画

が
推
進
さ
れ
平
成
29
年
度
終
了
を
迎

え
ま
す
。
私
が
委
員
長
就
任
と
同
時
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
早
5
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
手
探
り
状
態
で
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
新
事
業
に
挑
戦
し
て
参
り
ま

し
た
。
福
祉
事
業
38
項
目
を
掲
げ
推
進

し
、
約
85
％
達
成
し
て
い
ま
す
。
末
達

の
部
分
は
更
に
改
善
し
な
が
ら
次
年
度

計
画
致
し
ま
す
。
地
区
福
祉
委
員
会
の

組
織
や
運
営
な
ど
改
善
し
な
が
ら
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
推
進
し
て
参
り
ま

し
た
。 

役
員
、
理
事
、
民
生
委
員
、
福
祉
委

員
・
地
域
住
民
皆
様
、
が
各
立
場
で
協 
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地
域
住
民
の
皆
様
も
良
く
ご
存
じ

の
通
り
、
高
齢
者
社
会
と
な
り
認
知
症

の
方
が
増
加
す
る
現
状
に
あ
っ
て
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
安
全
に
生
活
を
続
け
る
た
め

に
は
、
地
域
の
方
の
見
守
り
体
制
が
一

層
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て

川
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
加

茂
小
学
校
区
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

が
一
致
協
力
し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
と
Ｓ
Ｏ
Ｓ
行
方
不
明
模

擬
訓
練
を
随
時
開
催
し
ま
す
の
で
住

民
の
皆
様
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
頂
き
、
認
知
症
の
方
と
そ
の
家

族
を
支
え
る
た
め
に
、
有
効
な
ま
ち
づ

く
り
目
指
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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新年明けましておめでとうございます。 

初春を迎え地区福祉委員会皆々様のご健勝

とご多幸をお祈り申し上げます。 

昨年は、コミュニティ事業では台風の影響

等で中止・変更等がありましたがさつま芋豚

汁が美味しく出来、加茂まつりも無事に進め

る事が出来ました。 

これも地区福祉委員会の皆様を初め諸団体

等のご支援の賜と厚く御礼申し上げます。 

前年度よりカフエ［憩い］が 2 ヶ所で皆様 

おもいやり。2025 年には団塊の世代が全員

75 歳以上となり、地域で何らか人の手を借り

なくては日常生活に支障をきたす人が増えて

くるだろう。 

ちょっと目先を変えてみよう。道でぶつか

りそうになっても「ごめんなさい」と言わず

に去って行く人。 

知りたいことや見たいもの、心地いいもの 

 

のご努力により暖かい雰囲気の中で会員の

方が楽しんで来て居られるのを見て定着し

つつ、更なる展開を願っております。 

これから更に少子高齢層化が進行し、認

知症予防活動が地域全体して取り込む課題

であると考えられます。 

今後 5 ヵ年計画に当たっては、福祉ネッ 

トワーク会議を通じて、予防活動等が更な

る発展されますようご祈念申し上げ新年の

挨拶と致します。 

 

だけに注意と関心を払い、周囲にいる人の

存在する頭から消え去っていることはな

いだろうか。 

人生の先達が自分の特技を生かして子

ども達と協働で思い出をつくり上げ、自分

たちのふるさとを大切に優しい心と人を

思いやる心を育みたいものである。 

 

加茂小学校区コミュニティ推進協議会 

会 長 白﨑 邦男 

加茂小地区福祉委員会 

副委員長 大田 正 

～ＳＯＳ行方不明模擬訓練を顧みて～ 
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異なる障がいのハンディ持つ私達の団体

に加茂小地区、ならびに加茂地域 G・G 倶

楽部みなさまには大会の度毎、早朝よりコ

ースの設定、その他の準備等とご尽力を頂

き感謝にたえません、参加総数 59 名楽し

く交流が出来ました。 

以前、協会の大会は、スコア表にハンデ

ィを付けていましたキャリア組（＋6）初心

者組（0）視力の方で全盲者（－8）付けて

のスタートしていた時期もありましたが鋭

い感の良さに、実力も伴いプレイできる盲

者からハンディの辞退となりました。 

何時ものようにグラウンドゴルフ終了

後、ハピネスに会場を移し美味しい鮨弁当

食べながら地域の方々と懇親、成績発表で

大いに盛り上がりました。 

11 月 23 日福祉委員全体研修会は、初めての郊外研修

に参加者 48 名、マイクロバス 2 台（走る県民教室・ハ

ピネス川西さんより提供）で、一庫公園（自然学習）＆

国崎クリーンセンター（環境学習）へ行きました。 

里山の散策・周辺の森を使った体験学習・保全活動・

環境や資源、エネルギーについて 学び、考える機会と

なりました。 

H29年度福祉ネットワーク会議は 3回開催予定

され、12 月 15 日に 2 回目のワークショップ形式

の会議を開催しました。今年度の主テーマは市の

地域福祉計画・社協の地域福祉推進計画と連携・

協働して推進していくために、今日までの取組み、

点検評価した結果を踏まえ、加茂小地区福祉委員

会の第 4 次地区福祉計画策定に向けて、地区で福

祉に係る様々な市民・専門機関・行政等から多様

な考えをお聞かせ頂き、地域の福祉力がより向上

するよう“絆”～生まれる心豊かなまち加茂を目

指して、取組みを図る重要な会議と考えています。 

次 3 月に予定しています。よろしくお願い致し

ます。 
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平成 28年 5月より老若男女どなたでもお越し頂

ける為の居場所として、加茂小地域に加茂会館・

南花屋敷中央会館2ヶ所でオープンして以来1年7

ヶ月がたちました。 

毎週水曜日の午後 1 時半より 2 時間ですが地域

の方々に少しでも親しんで頂けるよう民生委員・

福祉委員で運営しております。 

現在では、お客様も定着してきており、お喋り

や趣味の事をしたりして楽しい時間を過ごしてお

られます。 

会館により出来る事が違いますが、これからも

皆様に楽しい時間を過ごして頂けるように、美味

しいコーヒーを用意してお待ちしております。 

 

夏休み残り僅かになった 8 月 20 日、福祉委員の

方々が中心となり、子ども達に工作づくりの場を

作って下さいました。 

竹細工・折り紙・手芸・段ボールと 4 つのコー

ナーがあり。子ども達はそれぞれに好きなコーナ

ーで楽しそうに作品づくりをしていました。 

出来た作品で遊ぶ子や、シールやテープでキラ

キラに飾ったりと、各々で自分だけの仕上がりに

なり、素敵な夏休みの 1 ページになりました。 

毎月、第 1 水曜日の 10 時から 11 時 30 分、加

茂ふれあい会館で赤ちゃん交流会「かるがも会」

を行っています。 

保健師さんや人生経験豊富なボランティアも参

加し、皆さんと共に親子遊びや親子体操などを行

っています。お母さん同士の交流も深められます

し、心配事の相談にも応じています。 

私達ボランティアも赤ちゃんの成長される姿を

見せて頂き、元気と楽しみを頂いております。子

育て中（生後 4 ケ月～1 歳位）のお母さん、ぜひ

遊びにて下さい。お待ちしています。 
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